
                                     資料１３ 

２０％にこだわっている理由… 

「附属機関の委員の公募に関する事務取扱基準」で 

公募の委員の占める割合は，当該附属機関の委員総数
の２０％以上を目標とする  

と定めているからです。 

公募委員の応募・就任状況（令和元年度から令和５年度の経過） 

 

【公募委員応募倍率】  

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

附属機関 １．０２倍 １．０７倍 １．３７倍 １．３倍 １．３１倍 

懇談会 ０．８８倍 １．１５倍 ０．９０倍 １．４８倍 １．１０倍 

全体 0.95倍 １．１１倍 １．１４倍 １．３９倍 １．２１倍 

  

 【公募委員就任割合】（その年に，公募委員を募集した会議のみ抜粋）  

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

附属機関 ２０．４％ １５．８％ 20.0％ 16.2％ 21.4％ 

懇談会 １５．６％ ２０．０％ １７.２％ 22.4％ 19.0％ 

全体 １８．０％ １７．９％ 18.6％ 19.3％ 20.2％ 

 

【公募委員就任割合】（全体）  

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

附属機関 17.5% 17.4% 18.5% 18.2% 19.0% 

懇談会 12.7% 16.3% 16.6% 18.8% 16.7% 

全体 15.1% 16.9% 17.6% 18.5% 17.9% 

 

【公募委員の就任状況】（R6.6.1現在） 

就任機関数 委員人数 

１機関 ９９人 

２機関 １１人 

３機関 ５人 

 

公募委員の応募と，就任割合は増加しているが，機関全体に占める公募委員就任割合は 

２０％を切っている状況。 

・応募条件が緩和されたことで，市民参加に関心のある方が積極的に複数機関に応募して
いる状況がみられる。 

・しかし，附属機関等によって応募数のばらつきや，定員割れあり。決まった附属機関に
応募が集中している。 

 

 

 

 

 

 

応募条件緩和 



 

 

 

 

  令和５年度 人気ランキング！！ 

  【附属機関】 

第１位！  空家等対策協議会         （２名の枠に対し，６名応募。倍率３倍！） 

  第２位   図書館協議会            （２．３倍） 

第３位   緑の審議会              （２倍） 

第３位   旭川市社会教育委員会議   （２倍） 

第５位  旭川市市民参加推進会議 （６名の枠に対し，９名応募。倍率１．５倍！！） 

【懇談会】 

第１位！  旭川市学校教育基本計画懇話会   （３名の枠に対し，10名応募。倍率３．３倍） 

第２位   買物公園のあり方検討会議       （２．７倍） 

第３位   中央・新旭川まちづくり推進協議会  （１．３倍） 

 

 

令和５年度不人気ランキング… 

【附属機関】 

第１位  旭川市廃棄物減量等推進審議会   （４名の枠に対し，１名応募。倍率０．25 倍。） 

第２位  上下水道事業審議会            （０．３倍） 

    

   【懇談会】 

   第１位   旭川市農業センター運営懇話会     （３名の枠に対し，１名応募。倍率０．３倍） 

   第２位   春光台・鷹の巣まちづくり推進協議会 （０．５倍） 

   第３位   東鷹栖まちづくり推進協議会        （０．７倍） 

 

 

 

過去５年の応募ゼロの会議… 

【令和元年度】 

社会福祉事業振興補助選定委員会（附属機関） 

東旭川まちづくり推進協議会（懇談会） 

春光台・鷹の巣まちづくり推進協議会（懇談会） 

 

【令和２年度】 

国民保護協議会（附属機関） 

 

【令和３年度】 

農業センター運営懇話会（懇談会） 

 

【令和４年度】 

国民保護協議会（附属機関） 

 

令和６年度も国民保護協議会は応募ゼロ。 


